
 
 

民俗学 

１２．つどう３：社縁 

菊地暁 folklore.lecture@gmail.com 

＊「社縁(association)」もしくは「近代的」社会関係 

・身分 status から契約 contract へ（H.J.S.Maine1822-88） 

・ゲマインシャフト Gemeinschaft／ゲゼルシャフト Gesellshaft（F.Tonnies1855-1936） 

・機械的 mecanique 連帯から有機的 organique 連帯へ（Emile Durkheim1858-1917） 

→社会の多様化・複雑化・機能分化／選択機会の拡大＝選択リスクの増大？ 

 

＊前近代・近代「民俗学の場合」 

・社縁の前近代：「仲間」いろいろ、交通・通信システムの制約→前近代的「社縁」は「地縁」の延長か 

・「出版資本主義 print capitalism」と「想像の共同体 imagined community」（B.Anderson『想像の共同体』） 

・民俗学雑誌の「紙上問答」 

『郷土研究』（1913-18）、『民族』（1925-28）、『民俗学』（1929-33）、『民間伝承』（1935-83）、『日本民俗学』（1953-） 

・日本民俗学講習会（1935）（民間伝承の会→日本民俗学会） 

 

＊社縁の現在１:オンライン・コミュニティ 

・「インター」ネット前史：パソコン通信 

・APPAnet（1969）から Windows95（1995）へ 

・テキストベースのコミュニティ：２ちゃんねる、『電波男』（2005 年映画化） 

・ブロードバンド化（2000’s～）：youtube（2005～）、twitter（日本 2006～）、facebook（日本 2008～） 

・スマホ（2007～）の普及、「いつでも・どこでも」→「即レス」と「既読スルー」の地獄？ 

・「炎上」の日常化…「ネットがエンパワーしたのはマニアとヘンタイとクレーマーである」 

→ 思考と発話の抑制、知的活動の停滞、大学のみならず社会にとっての本質的な脅威 

 

＊社縁の現在２:国家の行方 

・新自由主義の名の下に：公的補助の削減／公教育の劣化／格差の拡大／監視国家化 

・福祉国家と産業資本主義：「均質な国民」の量産が大量生産・大量消費を基本とする産業資本主義と合致 

・ポスト・フォーディズムの国家像：一握りの「ハイスペック人材」と「その他大勢」の分断  

・近代的「法治」の崩壊：法文の恣意的運用、文書記録の破棄、法の下の平等の形骸化…国家の私物化？ 

・反知性主義・象徴的貧困・ポスト真実：合法的手続きによる合法的国家の解体、氾濫する「愛国」物語 

→グローバリズムの猛威／コミュニティの崩壊／モダニティの機能不全→来たるべき社会組織とは？ 
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